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１．自己PR

千歳市で生まれ、小中学校と千歳で過ごしました。

高校は苫小牧工業高等専門学校土木工学科へ入学

し、５年間土木一般について学びました。同学校卒

業後、より深い知識を得るため、北見工業大学へ進

学し、大学院後期課程を修了するまでの７年間を北

見で過ごしました。大学では、当初から希望してい

た橋梁研究室に在籍し、橋梁の維持管理に関する研

究をしていました。同大学修了後は、株式会社ドー

コンに入社し、技術情報部事業開発室に配属となり、

アセットマネジメント研究員として社会人をスター

トさせ、今年で２年目になります。

今では、土木構造物は地域に氾濫し、維持管理の

視点からかなり煩雑な状況にあることは周知の通り

です。今後の社会形成に重要な役割を担っているこ

れらの構造物は、社会資本として適切にマネジメン

トしていくことが、今後の日本に必要不可欠である

と考えます。このことを広く社会に伝えるとともに、

適切なマネジメント手法を提案し、より快適で安全

な公共施設を提供すること、これに少しでも貢献で

きる技術者を目指しています。

２．受験体験

周知の通り、試験制度の改定により、技術士第一

次試験は第二次試験を受験するための必須事項とな

りました。北見工業大学における技術士試験を推

進・支援する活動は大変活発であり、私も学生時代

に受験を試みましたが、技術者としての自覚が薄く、

危機感も感じないまま、軽い気持ちで受けた結果、

２度の失敗を経験しました。

その後は、少し諦めの感もありましたが、入社し

てから技術者としての自分の置かれている状況や立

場を自覚する機会を与えていただき、受験するに当

たっての勉強を始める決心をしました。社内でもま

た精力的に受験者を支援する活動があり、講習会や

模擬試験など、恵まれた環境下で試験勉強に取組む

ことができたと思います。今回の挑戦でようやく合

格の朗報が届きましたが、自分自身でも正直少し驚

きました。試験内容は、これまで学んだことのない

分野もあること、出題分野が広いこともあり、たい

へん難しかったですが、試験を通して取組んだ勉強

や３度の受験は、今後の自分にとって非常に役立つ

ものと考えています。

３．今後に向けて

今回、第一次試験に合格できたとは言え、技術士

を受験するための１資格を得たばかりであり、技術

者として、また社会人としての第一歩を踏み出した

ばかりと考えています。今後は、周りの居られる諸

先輩方のご指導を仰ぐとともに、大学で学んだこと

を活かしつつ、一歩一歩着実に社会に貢献できる技

術者を目指し努力していきたいと思います。

今後は、気持ちを２次試験に向け、将来を見据え

た形で勉強に取組んでいきたいと思っています。

４．最後に

試験を受験するに当たって、ご支援を頂いた多く

の諸先輩方に、この場をお借りして感謝申し上げま

す。また、今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますよう、

宜しくお願いいたします。

最後になりましたが、このような貴重な機会をい

ただきましたことを大変光栄に思っております。こ

こに感謝を申し上げます。
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